
第２回 北広島市公共施設等総合管理計画市民検討会議 会議概要 

日  時 平成 27 年 12 月 2 日（水）15：00～16：30 

場  所 市役所本庁舎 2階会議室 

出席委員 
麻生昌裕委員・安藤淳一委員・数納華代委員・河瀬和也委員・清平秀幸委員 

下村英敏委員・鈴木聡士委員・髙山隆二委員・山口規子委員 

欠席委員 なし 

事務局 中屋企画財政部長・川村裕樹企画財政部次長・熊田企画課主査・杉原企画課主任 

オブザーバー 中央コンサルタンツ株式会社から 3名・北洋銀行北広島中央支店から 1名 

傍 聴 者 3 名 

会議次第 

1 開会 

2 議事 

 （1）計画骨子（案）について 

 （2）公共施設再編の考え方について 

 （3）その他 

3 閉会 

  



会議録 

 

1 開会 

 委員 9名が全員出席。委員の過半数が出席していることにより会議が成立していることを報告。事務

局から、本日の会議では、計画の策定方針を踏まえ、より具体的な方針を示した「計画骨子（案）」及

び市内公共施設からいくつかピックアップし、再編の考え方を事例として示した「公共施設再編シミュ

レーション」について議論いただく旨伝達。 

 以降は安藤会長により進行。 

 

2 議事 

（1）計画骨子（案）について 

 ＜事務局から資料に沿って説明＞ 

 （基本的な方針について） 

・本市の公共施設については総量の縮減を含めたあり方の見直しが必要であるが、上手にコンパク

ト化しながらサービスの向上を図る事は十分可能であると考えており、この計画では「施設」よ

りも「機能」を重視した考え方を示していきたい。 

 （実施方針について） 

・利用頻度の低い施設については今後のあり方を検討し、サービス水準を確保できるよう措置を講

じたうえで統合、廃止する。 

  ・各地区の状況を踏まえ、市全体のバランスも考慮しながら、地域ニーズに即した配置のあり方を

検討する。 

  ・施設を更新する際は、複合化・多機能化を基本とし、より利便性の高い施設になるよう、集約す

る機能を十分検討する。また、複合化・多機能化により余剰となった施設は廃止する。 

  ・廃止などにより利用しなくなった施設などについては売却などを進め、見込めない場合は解体し、

土地の有効活用を図る。 

  ・計画的な修繕などにより施設の劣化をできるだけ抑えるとともに、運営コストを見直すことなど

により財政負担の軽減を図る。 

  ・ＰＦＩなどの官民連携手法をできるだけ活用するとともに、他市町村との連携などについても検

討を行う。 

  ・市民への情報提供や市民との合意形成を図りながら適正配置を進める。 

 （施設分野別の方針について） 

・集会施設については、古い施設や小規模な施設が多いことから、統合・廃止、複合化など、各施

設の実情に合わせて多角的視点から適正配置を進める。 

  ・スポーツ施設については子どもの利用も多いことから、安全性の確保を図るとともに、将来的な

再編の可能性についても検討を行う。 

  ・学校については地域に身近な施設であり、様々な活動の拠点となり得ることから、余裕教室の活

用など、可能な範囲で有効利用を図る。 

  ・子育て支援施設については、特に保育園の老朽化が進んでいることから、複合化・多機能化を視

野に入れた適正配置を進める。 



  ・行政系施設については、新築される市役所庁舎において市民の利便性向上に資する管理・運営を

行うとともに、将来的な出張所再編の可能性についても検討を行う。 

  ・公営住宅については、既存の長寿命化計画に基づき、安全で良質な住宅ストックの確保を図る。 

  ・ここに記載のない施設については、必要性が生じた場合に見直すこととする。 

  ・インフラ施設については、施設ごとに策定されている各種計画に基づき、長寿命化やライフサイ

クルコストの縮減などを図る。 

 （公共施設の縮減の考え方） 

・過去の財政や人口動向等のデータから、今後 10 年間の財政規模の試算を行ったが、10 年後の財

政規模は人口減少などの影響から、歳入・歳出ともに約 20％縮小するという試算結果となった。 

  ・また、公共施設の更新費用と投資的経費・維持補修費を比較すると、今後 10 年間で約 30億円の

不足が生じ、解消するためには公共施設の延床面積を約 13％削減しなければならないという試算

結果となった。 

  ・既存のデータを用いた機械的な試算のため、13%をそのまま目標とはしないが、適正配置を進め

るための 1つの目安にしたい。 

 

【会長】 

 ・基本的な方針については、前回の検討会議の中で承認いただいた内容であるため、基本方針の 7

項目については既にご了承済みと判断させていただく。 

 

【Ａ委員】 

・「複合化・多機能化に関する方針」では、「立地環境や想定される利用者等を踏まえた」とあるが、

少子高齢化を配慮した上での複合化・多機能化も必要であると考える。また、団地地区は人口が

減ってきている、大曲地区は人口が増えてきているといった、地域によって異なる人口動向を考

慮する必要がある。 

【Ｂ委員】 

・「複合化・多機能化に関する方針」にある「スクラップアンドビルド」には、財政的に厳しい中

でまた新規に施設を建てる考え方も含まれているのか？ 

 

【事務局】 

・含まれている。基本的には既存施設の利活用を最大限に進めるが、場合によっては新規に建てな

ければならない可能性もある。 

【Ｃ委員】 

・「基本的な方針」の説明の中で「サービスを向上させる」とあったが、どんなサービスを向上さ

せるのか、上手にコンパクト化させる機能重視についての説明がもう少しあってもよいかと思う。 

 

 【事務局】 

・機能については、例えば、施設の集約化により複数の用事を一度に済ませられることなどが考え

られるが、頂いたご意見を参考にもう少し再考したい。 

・サービスについては、公共施設の縮減を見据えながら、人口を増やそうというまちづくりの観点



もある中で、個別計画になると色々な書き方ができるが、全体方針としてはこのような書き方に

ならざるを得ない。 

【Ｄ委員】 

・「市民参加・市民意見の反映に関する方針」で市民参加や市民意見を聞くという記載があるが、

これからお年を召した方が増える中、北広島市は公共交通機関が不便なのでその辺も含めて考え

てほしい。 

 

【事務局】 

・公共施設を利用するにあたっての交通のアクセスの仕方は、今後大事な視点になっていく。現在、

地方創生の流れがある中で、公共交通のあり方を来年度以降抜本的に考えていこうとしており、

当然その中では公共施設とのアクセスを考えるが、現実として既存路線の利用者が減少している

のも事実で、不便だから減少しているのか、利用しなくなった原因の解析も必要であり十分検討

していく。 

 【会長】 

  ・Ｄ委員の意見は、市民に意見を聞こうという時に、対象の市民に集まっていただくための交通の

便がよくないということでよろしいか？ 

 【Ｄ委員】 

  ・はい。近くに住んでいる方から、バスが１時間に 1本なので会館などに行くことが少ないという

話を聞いている。利便性がないと足が向かないのかなと思う。 

 

 【事務局】 

   ・今後、個別の施設をどうするかという話になればなるほど地区が限定されてくるので、具体的な

話になった場合には、こちらから各地区にお伺いすることも考えていきたい。 

  

 【Ｅ委員】 

  ・市の連絡所は中途半端な場所になっているので、業務内容についてあまり知らない方も多い。市

民の利用の仕方を見て検討していくことはよいと思う。 

  

 【Ｂ委員】 

  ・縮減幅が 13%という話だが、インフラと公共施設の優先順位の考え方はどうなっているか？ 

 

 【事務局】 

   ・この試算では、わかりやすくするためにインフラを除いたハコモノのみとしている。インフラは

長寿命化を含め必要な投資をしていく。 

 【Ｆ委員】 

  ・30 億円のギャップを埋めるために、施設の面積を 13%減らしますという結論になっているが、ギ

ャップを埋めるために減らすだけではなく、例えば、民間のノウハウを使って投資の費用自体を

少し抑える形にして、この乖離幅を埋めるような取組というような流れも盛り込んでいったほう



がよいと思う。 

 

 【事務局】 

   ・財政の許す範囲で機能を維持していくのが一番の目的で、13%を固定した目標とはしていない。

ただ、素案や計画の段階では、頂いた意見を踏まえて文脈を考えていきたい。 

 【Ｇ委員】 

  ・数値を示すことは議論する上で価値があると思う。実際は、今後の少子高齢化の進行を考えると

恐らくこの試算よりも厳しい状況になる。施設を更新する場合、初期投資は大きくなるかもしれ

ないが、維持管理費も含めて考えると、全体としてコストを削減できる可能性があると思う。市

民意見をいただく時には、13%が一人歩きしないように、維持管理の方法も含めて上手に説明す

ることも可能だと思う。 

  ・施設分野別の方針について、分野毎に分けると施設間の相乗効果みたいなものを忘れがちになる

ので、この項目間を意識しながら進めていくことが重要である。そのような考え方を追記してお

いたほうがわかりやすい。 

【Ｈ委員】 

  ・統廃合について、市民からすればちょっとわかりにくい部分もある。北広島市の場合、5 つの地

区で色々な市民のニーズがあり、それに合うようにもっていくのは厳しいものがある。市民がこ

れでわかるか疑問である。数値を言われても理解が難しい。総論は賛成だが細かいところが大切

である。 

 

（2）公共施設再編の考え方について 

＜事務局から資料に沿って説明＞ 

 ・①保育園の再編、②学校の余裕教室の活用、③集会施設の再編の 3点について、実際の施設によ

る再編シミュレーションを行って具体的なイメージを示し、議論の材料とした。 

 

【Ｇ委員】 

 ・シミュレーション②では、浮いたお金をサービス向上に充てる等、浮いたお金の有効活用の視点

も総合的なまちづくりとしてよいと思う。 

 ・シミュレーション①では、コスト比較はランニングコストも入れると説得力が高くなる。また、

駅が近く便利になるが、簡単な利用実態を把握するアンケートをするとよりよいと思う。 

 【Ｈ委員】 

 ・駅を中心とした施設配置の考え方が、これからの北広島市には大事である。 

【Ｄ委員】 

・前回の会議の後、友達や学校関係者、子ども達に聞いた意見を発表したい。お母さん方が一番困

っているのは、冬の遊び場がないこと、雨が降った時に遊びに行く施設がないこと、札幌の川下

公園みたいな全天候型の遊び場や、ドックランのようなペットの交流ができる場所が欲しいとい

う意見があった。 

・高校生からは、図書館が閉まってから駅周辺で夜 8時 9時まで勉強できる施設がほしいという意



見があった。 

・このほか、ご老人と小学生が直接コミュニケーションを取れるような施設や楽器・音楽が楽しめ

る場所がほしいという意見や、祭りがあると人が集まるという意見もあった。 

【Ｂ委員】 

 ・昭和 56 年以降の建物については、建替のみではなく補修で既存の施設を使っていく考え方もあ

ると思う。 

【Ｅ委員】 

 ・西の里にある施設で何かできないかということで 300～400 人集客するような音楽イベントを数

年前からやっている。参加者からは、体育館ではなく音楽ホールのような施設の要望がある。今

後、建物をコンパクト化する中で、学校の体育館を直す時に多目的に利用できるような建て方を

していくなど、更新の際に考えていくことができるのではないかと思う。 

【会長】 

・シミュレーション①の保育園だが、防災の視点から見ると、各保育園が収容避難施設になってい

ると思うので、再編する中でどう受け皿を作っていくか、避難時のことを忘れないで頂きたい。 

・市の担当部局が異なると対応の仕方が変わることもあるので、市全体の横断的な対応や検討をお

願いしたい。 

・市民の意見をどれだけ吸い上げられるかが、今後の課題であるかと思うので検討頂きたい。 

【Ｈ委員】 

 ・現場を実際に見ることで意見の出し方も変わってくると思う。他の地区を見ることで違う展開が

生まれるかもしれない。 

 

（3）その他 

 【事務局】 

  ・次回の第 3 回目の会議については 2 月頃を予定しており、「計画素案」について議論いただきた

いと考えている。 

  

3 閉会 

会長から閉会のあいさつ  


